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昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
世
界
中
が
試
練
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

周
作
ク
ラ
ブ
で
も
、
開
催
で
き
た
の
は
新
年
会

の
み
で
、
文
学
セ
ミ
ナ
ー
、
遠
藤
文
学
原
点
の

旅
、
そ
し
て
周
作
忌
ま
で
も
残
念
な
が
ら
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

	

そ
ん
な
不
安
な
日
々
の
中
、
長
崎
市
遠
藤
周

作
文
学
館
で
純
文
学
の
未
発
表
原
稿
が
発
見
さ

れ
る
と
い
う
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
遠
藤
周
作
没
後
25
年
、
再
来
年

令
和
5
年
は
生
誕
1
0
0
年
と
大
き
な
節
目
の

年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
周
作
ク
ラ
ブ
も
現

在
、
そ
の
準
備
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

	

毎
年
新
年
初
の
周
作
ク
ラ
ブ
会
報
は
、「
新

年
会
報
告
」
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
今
年
の
新
年
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
前
号
で
既
出
の
通
り
、「
サ
プ
ラ
イ
ズ
企

画
2
0
2
1
新
年
の
福
引
」
を
実
現
い
た
し
ま

し
た
。
新
年
会
名
物
の
大
抽
選
会
を
、
全
会
員

対
象
に
実
施
す
る
特
別
企
画
で
す
。
先
日
、
幹

事
・
委
員
有
志
（
4
名
）
で
「
福
引
ア
プ
リ
」

を
使
用
し
て
厳
正
な
抽
選
を
行
い
当
選
者
が
決

定
し
ま
し
た
。

	

遠
藤
周
作
の
新
刊
『
影
に
対
し
て
』
新
潮
社

発
行
︵
直
筆
原
稿
コ
ピ
ー
付
き
︶
当
選
者
（
敬

称
略
）、青
木
浩
乃
（
三
重
県
）
柿
本
千
登
勢
（
静

岡
県
）
鹿
島
健
一
（
兵
庫
県
）
小
林
千
三
（
三

重
県
）
坂
下
千
恵
美
（
福
井
県
）
高
木
香
織
（
東

京
都
）
玉
谷
直
實
（
奈
良
県
）
都
竹
浩
志
（
岐

阜
県
）
前
田
種
男
（
兵
庫
県
）
宮
崎
信
之
（
東

京
都
）
敬
称
略
以
上
10
名
、
遠
藤
周
作
文
学
館

開
館
20
周
年
企
画
展
図
録
当
選
者
（
敬
称
略
）

は
、
浅
井
睦
美
（
千
葉
県
）
伊
藤
梨
紗
（
神
奈

川
県
）
大
熊
久
仁
子
（
岡
山
県
）
小
野
肇
美
（
東

京
都
）
鈴
木
元
（
東
京
都
）
竹
内
廣
直
（
東
京

都
）
田
中
美
知
恵
（
福
岡
県
）
林
敦
子
（
高
知

県
）
福
見
毅
（
千
葉
県
）
藤
森
和
子
（
岡
山
県
）

以
上
10
名
計
20
名
の
方
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
方
に
賞
品
を
お
送
り
致
し
ま
し
た
。（
当

選
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
知
ら
せ
欄
に
掲
載
）

	

コ
ロ
ナ
禍
の
周
作
ク
ラ
ブ
の
活
動
と
し
て
は
、

年
に
4
回
の
会
報
発
行
の
他
に
、
リ
モ
ー
ト
で

の
企
画
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
会
報

「
お
知
ら
せ
欄
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
会
員
の
皆

様
に
は
、
遠
藤
先
生
の
「
マ
イ
ナ
ス
の
裏
に
は
必

ず
プ
ラ
ス
が
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
心
に
、
笑
顔

で
集
え
る
時
ま
で
ど
う
ぞ
お
元
気
で
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。
自
粛
期
間
に
改
め
て
遠
藤
作
品
に

触
れ
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
会
報
に
投

稿
、
リ
モ
ー
ト
企
画
等
、
様
々
な
形
で
の
ご
参

加
を
幹
事
・
委
員
一
同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

	

【
編
集
部
・
清
水
優
子
】
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周
作
ク
ラ
ブ
も
特
別
な
新
年

　
没
後
25
年
、
生
誕
1
0
0
年
に
む
け
て

藤
文
学
を
、
ふ
た
た
び
西
洋
に
向
け
て
発
信
す

る
―
―
そ
の
基
地
と
し
て
の
文
学
館
が
真
西
を

向
い
て
建
て
ら
れ
、
は
る
か
海
の
向
こ
う
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
見
据
え
て
い
る
の
も
、
角
力
灘

に
面
し
た
断
崖
上
の
文
学
館
が
比
翼
の
形
を
し

て
い
る
の
も
、
建
築
家
と
と
も
に
順
子
さ
ん
の

描
い
た
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
。

�

周
作
ク
ラ
ブ
と
の
関
わ
り

	

2
0
0
0（
平
成
12
）
年
、「
周
作
ク
ラ
ブ
」
創

設
に
と
も
な
っ
て
刊
行
さ
れ
た
「
会
報
」
の
第

一
号
（
2
0
0
0
・
9
・
14
）
に
は
題
字
を
揮
毫

（
写
真
）、
記
念
エ
ッ
セ
イ
「
発
足
に
寄
せ
て
」

も
寄
稿
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
ク
ラ
ブ
を
通

じ
て
、
人
間
の
弱
さ
に
対
す
る
共
感
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
21
世
紀
に
も
受
け
継
が
れ
る
よ
う
祈
っ

て
い
ま
す
」
と
会
の
目
指
す
方
向
を
示
し
た
。

	

さ
ら
に
会
の
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

と
く
に
毎
年
行
わ
れ
る
「
遠
藤
文
学
・
原
点
の

旅
」
に
は
、
長
崎
・
五
島
や
島
原
・
熊
本
、
神

戸
・
夙
川
、
仙
台
・
石
巻
な
ど
、
多
く
の
旅
に

参
加
し
て
会
員
た
ち
と
の
交
友
を
重
ね
た
。
ま

た
、
会
員
の
新
生
児
誕
生
に
あ
た
っ
て
は
名
付

け
親
と
な
っ
た
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
受
洗
に
際
し

て
は
代
母
を
務
め
た
り
し
た
。

	

遠
藤
順
子
さ
ん
の
墓
所
は
、
夫
・
遠
藤
周
作

の
眠
る
カ
ト
リ
ッ
ク
麹
町
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
教
会

に
な
る
。
た
だ
し
、
納
骨
時
期
の
関
係
で
墓
参

は
3
月
に
入
っ
て
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

	

（
記
／
加
藤
宗
哉
）

（
な
お
、
追
悼
と
し
て
次
頁
に
故
人
の
エ
ッ
セ

イ
の
一
部
を
再
録
）

　
　 

遠
藤
順
子
さ
ん

�

（
遠
藤
周
作
夫
人
）

	

去
る
1
月
16
日

早
朝
、
遠
藤
順
子

さ
ん
が
入
院
先
の

病
院
で
亡
く
な
っ

た
。
93
歳
だ
っ
た
。

	

1
週
間
ほ
ど
前

か
ら
発
熱
が
つ
づ

き
、
容
体
が
徐
々

に
悪
化
し
た
も
の

で
、
診
断
名
は
心
不
全
。
密
葬
と
ミ
サ
は
同
月

19
日
、
近
親
者
に
よ
っ
て
す
で
に
済
ま
さ
れ
た
。

�

略
歴

	

遠
藤
順
子
さ
ん
は
1
9
2
7
（
昭
和
2
）
年
、

実
業
家
・
岡
田
幸
三
郎
の
長
女
と
し
て
東
京
に

生
れ
て
い
る
。
慶
應
義
塾
大
学
仏
文
科
を
卒
業

す
る
が
、
在
学
中
に
遠
藤
周
作
と
出
会
い
、

1
9
5
5
（
昭
和
30
）
年
に
結
婚
（
遠
藤
周
作
の

芥
川
賞
受
賞
は
、
結
婚
2
ヵ
月
前
の
7
月
）、

翌
年
に
長
男
・
龍
之
介
さ
ん
を
出
産
し
た
。

	

以
後
は
主
婦
と
し
て
作
家
・
遠
藤
周
作
を
支

え
る
が
、
夫
の
没
後
に
執
筆
活
動
を
開
始
、
最

初
の
著
書
『
夫
の
宿
題
』（
1
9
9
8
）
は
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
も
さ
れ
た
。

他
に
も
『
再
会
―
―
夫
の
宿
題　

そ
れ
か
ら
』

（
と
も
に
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）、『
夫
・
遠
藤
周
作

を
語
る
』（
文
春
文
庫
）、『
ビ
ル
マ
独
立
に
命

を
か
け
た
男
た
ち
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）
が
あ
る
。

	
ま
た
医
療
問
題
に
つ
い
て
の
講
演
活
動
を
す

る
か
た
わ
ら
、
生
命
尊
重
セ
ン
タ
ー
の
運
動
に

参
加
し
、「
円
ブ
リ
オ
基
金
」
理
事
長
と
し
て

〝
産
み
た
い
母
親
〟
を
援
け
、
胎
児
の
命
を
守

る
活
動
に
も
携
わ
っ
た
。

	

遠
藤
周
作
文
学
館
の
建
設
地
を
長
崎
県
外
海

町
（
現
・
長
崎
市
）
に
決
定
し
た
の
も
順
子
さ

ん
だ
っ
た
。
西
洋
か
ら
学
ぶ
こ
と
で
育
っ
た
遠

訃
報

（第82号）
2021年 2月25日発行

◆主な記事◆
新
春
特
別
企
画 

当
選
者
発
表	

１
面

原
稿
再
録	

2
面

続
報
『
影
に
対
し
て
』	

3
面

私
が
選
ぶ
遠
藤
周
作 

こ
の
一
作	

４
面

連
載
・
樹
座
30
年
⑱	

５
面

長
崎
文
学
館
便
り	

６
面

周
作
ク
ラ
ブ
長
崎
便
り	

７
面

お
知
ら
せ
欄	

８
面


